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部会長 国安俊夫 

 
別紙７月定例会報告に記したように、下記の通り次回定例会を開催する事としていますの
でご参加ください。なお Zoom のアドレスは担当の酒井千富より部会のメーリングリスト
にてお伝えします。 
日時：2024 年 ８ 月 24 日（土）10：00～12：00   Zoom 併用                                                                     
会場：前橋市市民活動支援センター（M サポ）会議室 （前橋げんきプラザ 21 3 階）  
議題；○今後の活動計画について 
   〇11 月開催の環境フォーラム及び環境フェスティバルに対する部会対応について 
 
メーリングリスト登録のお願い 
 例会の開催時間は限られており、それを補完する目的で部会のメーリングリストを立ち
上げております。 
 登録しても良いという方は、下記宛先までメールにて、件名を「自然部会 ML 希望」
として、お名前と連絡先をお知らせくださいますようお願いいたします。 
 電話：０９０－２９１２－３５１４ Mail:kuniyasu-t@y5.dion.ne.jp （国安俊夫） 
  



 
7 月定例会報告 

7/11（木）18：30～20：15 
M サポ前橋会議室、Zoom 併用開催 

参加者（会場９名+Zoom10 名） 
会場：櫻田稔（安中）田中和夫（高崎）鈴木克彰（前橋）西村良子（前橋）船津美美（前橋）
上田優希（伊勢崎）金子昭一（伊勢崎）国安俊夫（前橋）常見智久（前橋） 
Zoom：鈴木優羽（太田）酒井義明（前橋）飯塚紘一（太田）井上金治（前橋）古屋すみれ
（太田）西村豊（太田）田島かつ美（伊勢崎）松井孝夫（沼田）山下由紀子（桐生）M？ 
Zoom の設定に手間取り、使用方法も熟知していない、かつ電波状況が不安定で、Zoom 参
加者がどの程度情報共有ができたか不明だが、併用で総会後初の定例会を開催した。 
 
参加者自己紹介  会場→Zoom の順番で名前、所属などを自己紹介した。 
議事 
1.６月定例会以降の動き 
 ６月 定例会議事録作成、田中前部会長に提出 
 6/12 部会登録者名簿入手（137 名+2 名） 
 6/17 メーリングリストの立ち上げ（メール登録者 107 名中 46 名メンバーに） 
 6/19 アンケートの発送（回答数：107 名中 37 名） 
   回答者 31 名の段階で中間報告を行った。（6/27） 
 
2.アンケート集計結果報告  
・関心のあるテーマに関しては、「ぐんまの自然環境の現状を知る学習会」や「自然調査 モ
ニタリング活動 生物季節」の回答者が多かった。 
・部会の頻度に関しては「必要に応じて」が、開催日時に関しては「平日：夜」「土日祭：
AM」「オンライン併用：夜」の意見が多数だった。 
・開催場所について、東毛、西毛、元気プラザなど交代で行う意見が出たが、県庁は会場確
保が難しく、使用料が課題になってくる。 
・活動費については、部会としては支出できないため、部会とは別の団体として補助金申請
する必要がある。今度の役員会で詳しくは議論を行う予定。当部会は野外活動が多いため、
ボランティア保険は基本入らないといけない。 
 
3.活動内容について 
櫻田 活動するにあたり、国際的な動向や政府としての方針（例：30by30）を踏まえて行う
べき 
国安 関心事やレベルは人によって違っているため、勉強会などで、まずは動向について知



るべき。 
金子 部会長の提案は、部会全体の活動テーマは２つ「ぐんまの自然環境の現状を知る学習
会」と「自然調査 モニタリング活動 生物季節」として、他のテーマは個別のチームを作っ
てそれぞれが活動し、部会報告する形としたいということか？ 
今日の説明で「ぐんまの自然環境の現状を知る学習会」について聞いた印象では 30by30 も
入るものと感じたが、実際の学習会の中身に、30by30 は入っているのか？ 内容を具体的に
できないか？ それによって部会共通テーマ２つの賛否が違ってくる。 
国安 テーマ毎の内容は今後検討していく方針。最初に部会全体で、県に来てもらい国際動
向と県の現状について説明してもらい、並行して、小さいテーマごとにグループを作成する。 
鈴木 森林管理については、市町村が動かさないといけないと一般に届かない。 
  そのため、市町村をサポートする必要があるため、チャンスになる。 
・30by30 について 
 アドバイザー全体で行いたい。 
 勉強する機会がないため、 知ることから入りたい（鈴木、上田） 
 
金子 前回の部会で提案のあった活動提案内容の再説明 
 ①「30by30 自然共有サイトから学び、活動に応用する」 （別紙参照） 
  今までに、県内では 4 か所認定されている→実際に行って勉強する。（サントリーなど） 
 ②「サンデンフォレスト連携団体に登録」して連携をして活動する （別紙参照） 
  部会としての活動のフィールドを１つ確保でき、他団体との連携もでき、イベントもで
きる。 
 
国安 チーム活動として呼びかけを行い、企画を作った後、全体に流して、参加者を募集す
る形を考えている。アンケート結果を見て、同じテーマに関心のある方と連絡を取り、チー
ム活動の内容を検討してもらいたい。部会員の連絡先は国安に問合せしてもらえれば教え
る 
 
田中 髙山村森林管理活動について（会議終了後報告があった） 
 任意団体「高山村の会」（代表 田中）として補助金申請を行ったところ、７月～11 月の
毎月第１土曜日に活動する計画が認められ、7 月代 1 週に 5 人で行った。今後マイカーで行
ける人を対象に、自然環境部会のメーリングリストを利用して募集する。 
 
4．次回開催日程について 
 8 月 24 日（土）10：00～12：00 M サポ会議室（Zoom 併用） 
 今回の定例会で終わらなかった活動提案を発表してもらい、興味がある人を集める。 
  



5.部会運営体制について 
 ノウハウがあるひとが分担してやればいいのでは？との意見があった。 
 記録：上田優希（議事メモたたき台作成） 
 Zoom 設定、ML 管理：酒井千富 
  
 


